
数　学Ⅰ1

19 微積分総合

Q田　例えば接線，面積，最大●副＼などのように単純に微分と積分を結合したものから，

回田∴：j：′器．告㍊㌦呈上∵∵㌍一二㌍三二十歳㍊∴〉11：■てi
か。基本の確認と幅広い勉強を積み重ねて，重要問題は解き方を暗記するまで徹底して

マスターしていくこと。数学ⅠⅠ，数学Bまでの範囲で最も出題頻度が高い。

次に，理系で数学ⅠⅠⅠまでが範囲の場合には「4次式以上の微分，3次式以上の積分」

が当然のこととして入ってくる。これら数学ⅠⅠをこえた範囲の問題（505～515）は，特

に理系の諸君は必修問題として勉強してほしい。

15†5匝P
伊解答は「考え方と解答」122ページ
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曲線ッ＝∬2の上の点A（α，α2）（α＞0）に対し，ツ軸の負の部分（原点を含まない）の上に

ある点Bを，次の条件をみたすようにとりたい。

条件：Aを通りッ軸に平行な直線と，Bを通り∬軸に平行な直線との交点をPとすると

き，　　　　　　　APの長さとBPの長さの和は1である。

（1）点Pがとれるためのαの条件を求めよ。

（2）（1）のとき，夕軸，直線AP，直線BP，および曲線ッ＝∬2で囲まれた部分の面積をαで

表せ。

（3）（2）の面積を最大にするαの値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　（東京水産大）

（1）放物酎＝柏）＝2ズ2一手＋‡上の点（1，1）における接線の方程式ッ＝g（ズ）を求めよ。

（2）（1）の′（∬），g（∬）に対してF（∬）をダ（ズ）＝

∽　関数ダ（∬）のグラフをかけ。

打）α≧0のとき，

（霊㍑莞のように定義する0

ダ（∬）血の最小値を求めよ。 （高知大）

実数日に対し，α（f）＝才2＋2卜3，あ行）＝－3行2＋2才）とおき，ガについての2次関数

ツ＝ズ2＋α行）ズ十あ行）を考える。方についての2次方程式∬2＋α（才）ズ＋あ行）＝0の判別式を

β（才）とすると，β（f）＝（［＝］）2＞0となり，ツ＝∬2＋α（才）∬＋あ行）のグラフは∬軸と交わる。こ

のグラフと∬軸とで囲まれる図形の面積を5行）とするとき，5（≠）＝［：＝］である。f＝口の

ときにS行）は最小となり，最小値は［＝コで，このとき，このグラフとズ軸との交点の∬座

標α，β（α＜β）はα＝⊂＝1β＝［＝コである。　　　　　　　　　　　　（近畿大一理工）

edu
日付印 (姓と名、和暦)



489

490

491

492

493

19．微積分総合

′（ズ）＝α∬3＋∂芳2＋cg＋d（αキ0）が∬＝α，βで極値をとるとき，

（1）′（α）－′（β）＝号（β－α）3となることを示せ0

（2）α一β＝－2，′（α）一′（β）＝－12で，曲線γ＝′（∬）上の点A（1，9）における接線が

ッ＝9ガのとき，α，占，C，dの値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　（成城大一経済）

放物線G：ッ＝ズ2　と　円G：（ズーα）2＋（クー∂）2＝γ2（γ＞0）が点P

通の接線をもつものとする。

（1）∂とγをαを用いて表せ。

（2）さらに，ClとGが点P以外のただ1点Q（す，q2） （すキーⅠ）

（‡，‡）において，共

で交わるものとする。

（a）αと官を求めよ。

（b）円Gの中心が直線PQ上にあることを示せ。

（C）GとGで囲まれる図形のうち，小さい方の部分の面積を求めよ。　　（奈良教育大）

関数′（∬），g（∬）（いずれも定数でない）が

′（0）＝1……①　上ズ（′（出g（鋤＝筈一方……②

意〈拍）g（研＝6ズ2－12止6……③

の条件をみたしているとき，

（1）′（∬）十g（ズ）＝口である。

（2）g（0）＝⊂＝］だから，′（∬）g（ズ）＝［＝］である。

（3）（1），（2）の結果から，′（幻，g（ズ）を求めると，′（ズ）＝⊂ユダ（∬）＝［＝コである。

関数柏）を拍）＝畑－2打1極目こよって定義する0拍）を∬の適当な範囲で分けてガ

の整式として表すと，

ズ≦ア［＝］のとき，′（ズ）＝イ［＝］

アロ≦∬≦ウ⊂コのとき，′（∬）＝エ［＝コ

ウ［＝コ≦方　　　のとき，′（∬）＝オ⊂＝］

である。′（ズ）の極値を調べると，ズ＝カ［＝コのとき極大値キ［＝］をとり，∬＝ク［＝コのとき極小

値ケ⊂コをとる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立命館大一理工）

速度20m／秒で直進する列車にブレーキをかけてからf秒後の速度が20－4才で表されると

する（ただし，停止するまで）。

（1）ブレーキをかけてから停止するまでの走行距離⊥（m）を求めよ。

（2）ブレーキをかけてから圭（m）走ったところでの速度を有効数字3桁まで（以下四捨五

入）求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図書館情報大）
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2nd如P 伊解答は「考え方と解答」125ページ

（1）αを0＜α＜1なる定数とし，点（ズ，ツ）の2つの集合

A＝〈（方，ツ）lo≦ズ≦2，0≦ッ≦ズ（2－∬）），β＝〈（方，ツ）川≦ズ≦2，0≦ッ≦α）

に対し，集合C＝〈An（オ行宮））∪〈月∩（互市有））を斜線をひいて図示せよ。

（2）方程式ズ（2－∴方）＝αの解の小さい方を才とするとき，集合Cの面積Sをfのみの式で

表せ。

（3）αが0＜α＜1で変わるとき，Sを最小にする戊の値，およびSの最小値を求めよ。

（東北工大）

エツ平面において，次の条件（i），（ii）をみたす円Cを考える。

（i）Cは直線ッ＝－3に接する。

（ii）円∬2＋（γ…α）2＝1はCに内接する。ただし，－2＜α≦2　とする。

このとき，

（1）円Cの中心の軌跡を求めよ。

（2）（1）で求めた軌跡と∬軸とで囲まれた図形の面積を最大にするαの値と，そのときの面積

を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐賀大一理エ・農）

実数ズの関数′（ズ）について，′（0）＝0，／′（ズ）＝回とする。

（1）′（∬）を求めよ。

（2）曲線ッ＝′（∬）に対して，点（α，′（α））におけるその接線の方程式をαを用いて表せ。

（3）（2）で求めた接線とッ＝′（ズ）とによって囲まれる図形の面積をαを用いて表せ。

（明治大一政経）

2次関数柏）＝一幸2＋‡舟について，

（1）点P（与，‡） において放物線γ＝′（∬）と共通な接線をもち，かつ，∬軸の正の部分

に接する円Cの方程式を求めよ。

（2）放物線ッ＝′（ズ）は点Pを除いて円Cの外側にあることを示せ。

（3）放物線ッ＝′（∬）と円Cと∬軸で囲まれ，3点0，P，Qを端点とする図形の面積を求め

よ。ただし，0は原点，Qはズ軸と円Cとの接点とする。　　　　　　　（山形大一理系）

実数αに対して，／（α）＝距（芳＋刷血とおく0拍）の削、値，およびそのときのαの

値を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筑波大）
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∬の関数拍）＝上ズ行2＋α＋のめはズ＝－1と∬＝2で極値をと。，′（0）二号である0α，

あ，Cの値を求めよ。 （大阪府大一経済）

αを定数とし，拍）＝£（什1）（仁α畑とする0

（1）′（∬）を方の整式で表せ。

（2）′（∬）＝0をみたす実数∬の個数が3個となるためのαの条件を求めよ。

（3）′（∬）＝0，－1＜∬＜1をみたす実数ガの個数が2個となるためのαの条件を求めよ。

（東京水産大）

0でないガの整式′（耕こ対し，拍）＝上㌢（相，G（ズ）＝上ン（相とおく0ある定数カ，

留が存在して，F（G（ズ））＝－〈ダ（ズ）〉2＋pC（ズ）＋留が成立しているとする。

（1）α＝上ン（棚とおくとき，拍）をαを用いて表せ0

（2）さらに，0≦ズ≦1での拍）の最大値がⅠであるとき，拍）を求めよ0（京大一理系）

（1）ゑ＝2，3，4，…　に対して，次の等式をみたす関数ッ＝亮（∬）を求めよ。

羞（ズ）＝ゑズ2＋十′‥l…

（2）（1）の曲線ッ＝長（ズ）について，原点を通る接線の方程式を求めよ。

（3日1）の関数について，嵐持（畑を求めよ0ただし，乃≧2とする0 （島根医大）

点Pは時刻0で原点0を出発し，ズ軸上を正の向きに等速度1で動く。また，点Qは時刻0

で点（0，1）を出発し，時刻才のとき速度2才でッ軸上を負の向きに動く。0＜古く1とする。

（1）△OPQの面積が最大となる時刻，およびそのときのこの三角形の面積を求めよ。

（2）線分PQの長さが最小となる時刻，およびそのときの線分の長さを求めよ。

（中央大一面）

直線上を運動する点Pがある。点Pが定点0を通過してから子分後の速度は

′（≠）＝3（Zf2＋2狛＋C（km／分）（αキ0）

であって，1分後には，点0から4km離れた点Aで停止する。

うな′行）を求めよ。

∫抑）糎が最小になるよ

（名大一経済）
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関数ッ＝′（ズ）＝α∬3－8∬2－C∬＋dは，次の条件（i），（ii），局をみたすとする。

（i）曲線ッ＝′（ズ）は点（0，12）を通る。

（ii）関数ク＝川は∬＝主±芦とズ＝主〒芦で極値をとる。

崗　曲線ッ＝′（ズ）上の点（2，′（2））における接線の傾きは1である。

このとき，

（1）定数戊，占，C，dの値はα＝⊂コ，ろ＝⊂＝l c＝⊂コ，d＝口である。

（2）2曲線ッ＝／（ズ）とズ＝′（ッ）によって囲まれた図形の面積は［＝コである。（慶大一面）

2つの曲線ッ＝∬3－ズ　とッ＝ズ2－αが1点Pを通り，Pにおいて共通接線をもっている。こ

の2つの曲線で囲まれた部分の面積を求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　（京大一理）

3次関数′（∬）＝∬（∬2－α2）と2次関数g（∬）＝∬2－α2（αは定数で，α＞1）について，

（1）2つの曲線ッ＝′（ズ）とグ＝g（∬）の交点の座標を求めよ。

（2）2つの曲線ッ＝′（∬）とプ＝g（∬）で囲まれた2つの部分の面横の差をSとするとき，S

をαで表せ。

（3）関数′（∬）の極小値と関数g（∬）の最小値が等しいとき，（2）におけるSの値を求めよ。

（和歌山大一教育）

放物線C：γ＝1－ズ2の上の点A（α，1…α2）（0＜α＜1）におけるCの接線を才とするとき，

（1）才の方程式を求めよ。

（2）ZとCとッ軸で囲まれた部分の面横長を求めよ。

（3）才とCとズ軸で囲まれた部分の面横島を求めよ。

（4）横島鳥が最大になるようにαの値を定めよ。 （宮城教育大）

曲線ッ＝αズ3（α＞0）をCとする。C上の原点以外の点P。（箱，α箱3）からCにP。を接点と

しない接線をひき，その接点をPlとする。次に点PlからCにPlを接点としない接線をひき，

その接点をP2とする。以下同様にして，C上に点Pl，P2，…，Pn，・・・を定める。点PnのX座

標を端，線分P乃＿lPカとCで囲まれる部分の面積を島（乃＝1，2，…）とする。

（1）範＝一声を示せ。

（2）島を且で表せ。

（3）∑島をα，箱，形で表せ。
ゑ＝1

（広島大一文系）
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すべての3次式′（ズ）に対して ／：

19．微積分総合

（∬2＋1）′（∬）血＝4／（α）＋邸（β）をみたすような，′（ズ）

によらない定数A，月，α，βがある。A，月，α，βの値を求めよ。ただし，α≧βとする。

（学習院大一経済）

関数柏）が拍）＝∬3－4互工律欄をみたすとき，拍）の極大値を求めよ。

（広島大一理系）

整式′（∬）は次の等式をみたすものとする。

均1出′（如上2㌢（f）か13ズ3－2ズ2－5止打点は定数）

（1）′（ズ）の次数を決定せよ。

（2）′（幻　と定数丘を求めよ。

定数でないガの整式′（ズ）が次の2つの条件をみたすとする。

（i）3′（∬）＝ズ′′（ズ）＋ゑ（丘は定数）

（ii）煩′（抑血＝20Jl揖（抑血

このとき，籍の値を求めよ

次の2つの等式を同時にみたす関数′（ズ）とg（∬）を考える。

拍）＝ズ2＋上声一柳眈　拍）＝／：（‡′（仁山糊（中

（1）′（∬）はガの2次式であることを示せ。

（2）′（∬）とg（∬）を求めよ。

ガの整式鳥（∬）（乃＝1，2，3，…）が

植）＝ズ2＋2ズー2，瑞＋舟）一方3＋∬2＝詔新旭

をみたすものとする。

（1）應（ズ）を求めよ。

（2）鳥（ズ）は方の2次式であることを示せ。

（3）鳥（ズ）を求めよ。

（東京薬大）

（西南学院大）

（東北大一文系）

（京都府大）
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